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〔資料〕
「その人らしさを尊重したケア」に関する文献検討
－認知症高齢者への実践に向けて－
中川　孝子　　藤田　あけみ　　西沢　義子
Ⅰ．はじめに
　わが国における65歳以上の高齢者の推定認知
症有病者数は2010年時点で約439万人、2012年
の時点で462万人と算出され1）、認知症高齢者
の増加は従来予想を超えている。そのような
なかで、2013年度における養護者および養介
護施設注1従事者等による高齢者虐待への対応
状況等に関する調査2）では、養介護施設従事
者等による虐待は84.8％、養護者による虐待は
70.4％で、日常生活自立度Ⅱ注2以上の認知症
高齢者に対してであり、高齢者虐待に関する相
談・通報件数は年々増加している状況である。
また、2013年の全国の警察本部を対象に行った
調査では、認知症の行方不明者が約1万人存在
し、そのうち、死亡が確認された人が351人、
行方不明のままの人が208人存在するという実
態が報道された3）。
　以上のような状況を踏まえて、わが国では、
2012年から認知症施策推進5か年計画（オレン
ジプラン）が策定され、住み慣れた地域で自分
らしい暮らしを人生の最後まで続けるための地
域包括ケアシステムを目指す取り組みが行われ
てきたが、引き続き2015年度から認知症施策推
進総合戦略（新オレンジプラン）4）が策定され、
総合的な取り組みが推進されている。
　このようななか、わが国では、認知症ケアの
現場において多くの人々が「その人らしさを尊
重する」という言葉を用いる場面に遭遇する。
認知症ケアにおいて、「その人らしさ」という
言葉が使われきた背景を考えると、わが国の介
護保険制度は高齢者の自立支援を目指すもので
あるが、その根底にあるのは尊厳の保持である。
「高齢者の尊厳を支えるケア」は、高齢者が介
護が必要になってもその人らしい生活を自分の
意思で送ることを可能とすること5）と定義さ
れており、「その人らしさ」という言葉は高齢
者介護において重要な位置を占めていると考え
る。英国の老年心理学者である Tom.kitwood 6）
は、認知症ケアの理念として認知症の人々の立
場に立った視点を重視したパーソンセンタード
ケアを提唱し、その中心的概念であるパーソン
フッドの定義を関係や社会的存在の文脈の中
で、他人からひとりの人間に与えられる立場や
地位であり、それは人として認めること、尊
重、信頼を意味していると述べている。2005年
当時、パーソンフッドは「その人らしさ」と訳
され、それを機に日本では「その人らしさ」と
いう言葉は認知症ケアのキーワードとなってい
る。しかし、英国と日本の歴史や文化、制度の
違いを考えると、Tom.kitwood が提唱したパー
ソンフッドと現在、日本で使われている「その
人らしさ」の意味合いは同一ではないと考える。
キーワード：その人らしさ、ケア、認知症高齢者
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また、広辞苑等には「その人らしさ」という言
葉の記載はなく、日本認知症ケア学会等の関連
学会においても、「その人らしさ」の内容に踏
み込んだ講演、研究報告等は実施されていない。
このように、日本において「その人らしさ」の
定義が示されていない状況のなか、認知症ケア
に携わる人々が「その人らしさ」について同様
の認識を持っているわけではなく、その認識は
多様であると考える。
　また、人は皆「その人らしさ」を持っており、
どのような状況の人であれ本質的な「その人ら
しさ」は変わらない。しかし、その人がおかれ
た状況によっては、自分のもっている「その人
らしさ」の表現が困難になるのではないかと考
える。例えば、終末期であり意識レベルが低下
している人、認知症が進行し記憶障害がある人
等は自分の「その人らしさ」の表現が困難とな
り、介護者は「その人らしさ」のとらえ方に工
夫が必要なのではないかと考える。したがって、
「その人らしさを尊重したケア」を行うには「そ
の人らしさ」をどのようにとらえるのかが重要
であると考える。
　そこで、これまで報告されてきた「その人ら
しさ」や「その人らしさを尊重したケア」に関
する文献を分析し、「その人らしさを尊重した
ケア」とはどのようなケアなのかを明らかにし
たいと考えた。
Ⅱ．目的
　これまでに日本国内で発表された認知症高齢
者を含むさまざまな対象者への「その人らしさ」
または「その人らしさを尊重したケア」に関す
る文献の内容を分析し、認知症高齢者への「そ
の人らしさを尊重したケア」の内容を明らかに
し、認知症ケアを実践する上での示唆を得るこ
とを目的とする。
Ⅲ．研究方法
１．対象となる文献の抽出
　論文データベースの検索には、医学中央雑誌
Web 版と CiNii Articles を使用した。医学中央
雑誌 Web 版の検索キーワードは、「その人ら
しさ」、「介護」、「看護」、「認知症」、「終末期」、「リ
ハビリテーション」を用い、有効性の観点から
原著論文に限定した。また、保健医療福祉関係
以外の論文の抽出のために、CiNii Articles を
使用し、検索キーワードは、「その人らしさ」
とした。その結果、医学中央雑誌 Web 版から
139編、CiNii Articles から240編の論文が検索
され、両者間の重複文献を削除し232編の文献
が検索された。検索された文献の中から症例報
告は除き、「その人らしさ」や「その人らしさ
を尊重したケア」の内容を明らかにしている研
究に限定し、16の文献7）～22）を分析対象とした。
文献の出版年はこれまでの研究の動向を知るた
めに、あえて限定しなかった。
２．分析方法
1）対象文献のリストを作成し、「著者」、「タ
イトル」、「掲載雑誌名」、「掲載年」、「研究
の種類」、「研究対象」、「その人らしさのケ
アの対象者」、「調査内容・分析方法」、「そ
の人らしさに対する結果」を項目としてあ
げた。
2）対象文献の結果から、「その人らしさを尊
重したケア」を表している文節や文章を抽
出しコードとし、サブカテゴリー化、カテ
ゴリー化した。
３）「その人らしさを尊重したケア」を明らか
にするにあたり、「その人らしさ」をどの
ようにとらえるのかも重要と考え、分析に
含めた。
４）分析の妥当性、確実性を確保するため、質
的研究に熟練した者を含めて分析を進めた。
Ⅳ．結果
１．対象文献の掲載年、種類、研究対象者、ケ
アの対象者
　16編の対象文献の概要を表1に示す。
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　発表年は、1999年1編、2000年1編、2001年
2編、2006年1編、2007年2編、2008年1編、
2011年４編、2012年1編、2013年1編、2014年
2編であった。研究の種類は、質的研究は13編、
量的研究３編であった。研究の対象者は看護師
5編、看護教員1編、認知症（痴呆性）高齢者
３編、認知症対応型グループホームの管理者（介
護福祉士）や介護職員1編、保健婦・士1編、
高齢者施設の看護職員と介護職員2編、ホーム
ヘルパー1編、老人保健施設の認知症高齢者と
看護職員と介護職員1編、訪問リハビリテー
ションの理学療法士・作業療法士1編であった。
各文献で、その人らしさを尊重したケアの対象
者として、終末期患者を取り扱った文献は３編、
認知症高齢者9編、訪問リハビリテーションを
受けている者1編、不特定の対象者３編であっ
た。
２．「その人らしさを尊重したケア」の内容
　対象文献の結果から、「その人らしさを尊重
したケア」を表しているコードを抽出し、サブ
カテゴリー化、カテゴリー化した（表2）。68
のコードから18のサブカテゴリーが抽出され、
さらに、8つのカテゴリーとして、【生活習慣
の支援】、【人生歴の把握】、【人や物との繋がり
のケア】、【環境調整】、【希望の成就】、【価値観
の尊重】、【役割遂行の支援】、【能力のアセスメ
ント】が形成された。以下、コード〈　　〉、
サブカテゴリー《　　》、カテゴリー【　　】
とする。
　【生活習慣の支援】は、《日常生活や生活習慣
に関する内容》と《生活歴や個人の尊厳を視野
に入れた生活支援》の2つのサブカテゴリーで
構成された。《日常生活や生活習慣に関する内
容》は〈職員による生活支援〉〉〈自律しうる日
常生活〉〈日常の生活行動〉〈生活習慣に関する
アセスメントを行う〉の４つのコードで構成さ
れた。また、《生活歴や個人の尊厳を視野に入
れた生活支援》は、〈その人の今までの生活様式〉
〈入居者の行動を尊重し、その人らしさとして
見守る〉の2つのコードで構成された。
　【人生歴の把握】は、〈患者の生きてきた歴史
の把握〉〈それぞれの人生を意識して考える〉〈生
活歴に関するアセスメントを行う〉〈思い出を
傾聴し、そこからその人の関心と関わりの手が
かりを得て、それを生活へと活かしていく〉〈こ
れまでにあった関わりを示す〉の5つのコード
で構成された。
　また、【人や物との繋がりのケア】は、《人や
物との繋がりのアセスメント》《孤立化の防止》
《思いやりの相互作用》《移動の維持・促進》の
４つのサブカテゴリーで構成された。《人や物
との繋がりのアセスメント》は〈他者との関わ
り方に関するアセスメントを行う〉〈人や物と
の繋がり〉〈生活の連続性〉〈その人が関わった
環境を見る〉の４つのコードで構成され、《孤
立化の防止》は、〈置き去りにしていないか自
問自答〉〈心理社会的な孤立化の防止〉〈落ち着
かない入居者に付き添い一緒に行動する〉〈入
居者の傍にいる時間をつくる〉〈精神面のゆと
りを促す対応〉の5つのコードで構成された。
また、《思いやりの相互作用》は〈痴呆性高齢
者の思いやりをケアする者がしっかりと見きわ
め、受け取ること、そして受けとめていること
を、その痴呆性高齢者に言語的または非言語的
に伝えていく〉〈思いやりを相互にやりとりす
る〉の2つのコードで構成され、《移動の維持・
促進》は〈移動機能を維持する〉〈個室外の空
間との連続性〉の2つのコードで構成された。
　また、【環境調整】は、《自己空間の確保》《快
適な住空間の確保》《環境調整》の3つのサブカ
テゴリーで構成された。《自己空間の確保》は、
〈入居者が自分の居場所として認識できるプラ
イベートな空間を確保する〉〈居場所にいる〉〈安
定した個の場所〉〈どの場所、位置が居場所に
なっているか、そこにどのようにいるかという
アセスメントの視点を持つ〉の４つのコードで
構成された。《快適な住空間の確保》は、〈快適
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生
活
行
動
が
見
い
出
さ
れ
た
。
6
中
野
雅
子
認
知
症
高
齢
者
の
「そ
の
人
ら
し
さ
」
に
関
す
る
一
考
察
 
‐
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
と
Ａ
Ｄ
Ｌ
評
価
か
ら
‐
京
都
市
立
看
護
短
期
大
学
紀
要
20
07
量
的
研
究
認
知
症
高
齢
者
Ｓ
県
内
の
Ｊ
老
人
保
健
施
設
に
認
知
症
を
理
由
に
入
所
中
の
56
名
（男
性
8名
、
女
性
48
名
）
①
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
が
活
発
な
高
頻
度
群
は
Ａ
Ｄ
Ｌ
が
有
意
に
高
い
。
②
Ａ
Ｄ
Ｌ
の
自
立
度
は
食
事
や
移
動
が
比
較
的
よ
く
保
た
れ
、
移
動
は
他
の
項
目
と
の
関
連
性
が
な
く
高
く
保
た
れ
る
。
③
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
や
移
動
は
残
さ
れ
た
機
能
の
中
で
、
「そ
の
人
ら
し
さ
」
を
示
す
機
能
で
あ
る
こ
と
の
示
唆
を
得
た
。
7
和
泉
成
子
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
に
お
け
る
看
護
師
の
倫
理
的
関
心
 
解
釈
学
的
現
象
学
ア
プ
ロ
ー
チ
を
用
い
た
探
求
日
本
看
護
科
学
会
誌
20
07
質
的
研
究
終
末
期
患
者
タ
ー
ミ
ナ
ル
期
に
あ
る
成
人
患
者
が
多
く
入
院
す
る
病
棟
で
の
勤
務
経
験
を
1年
以
上
有
し
た
看
護
師
32
名
抽
出
さ
れ
た
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
に
お
け
る
看
護
師
の
倫
理
的
関
心
の
な
か
に
、
「そ
の
人
ら
し
さ
を
尊
重
す
る
」
が
あ
り
、
そ
の
内
容
は
、
一
見
些
細
な
個
人
的
な
好
み
を
尊
重
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
り
、
看
護
師
自
身
の
価
値
観
と
は
合
致
し
な
い
患
者
の
価
値
観
を
受
け
容
れ
る
こ
と
で
あ
っ
た
り
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
様
相
を
呈
し
て
い
た
。
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著
者
タ
イ
ト
ル
掲
載
雑
誌
名
発
表 年
研
究
 
デ
ザ
イ
ン
ケ
ア
の
対
象
者
研
究
対
象
そ
の
人
ら
し
さ
に
関
す
る
主
な
結
果
8
原
祥
子
ら
ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
老
人
保
健
施
設
の
ケ
ア
ス
タ
ッ
フ
が
重
要
と
考
え
る
認
知
症
ケ
ア
の
実
践
内
容
島
根
大
学
医
学
部
紀
要
20
08
質
的
研
究
認
知
症
高
齢
者
Ｘ
県
内
の
ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
老
人
保
健
施
設
（Ａ
施
設
・
Ｂ
施
設
）
で
働
く
常
勤
の
看
護
職
4
名
（各
施
設
2名
）
お
よ
び
介
護
職
4名
（各
施
設
2名
）
看
護
職
で
は
、
＜
入
居
者
の
言
動
や
反
応
か
ら
そ
の
人
の
希
望
や
思
い
を
汲
み
取
る
＞
こ
と
や
、
＜
入
居
者
の
行
動
を
尊
重
し
そ
の
人
ら
し
さ
と
し
て
見
守
る
＞
こ
と
に
よ
る
＜
そ
の
人
ら
し
さ
を
維
持
す
る
＞
ケ
ア
、
＜
家
庭
的
な
雰
囲
気
で
落
ち
着
い
て
過
ご
せ
る
環
境
を
作
る
＞
、
＜
入
居
者
の
こ
れ
ま
で
の
生
活
環
境
を
施
設
の
中
に
取
り
入
れ
る
＞
、
＜
入
居
者
が
、
「自
分
の
居
場
所
」
と
し
て
認
識
で
き
る
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
空
間
を
確
保
す
る
＞
、
＜
落
ち
着
か
な
い
入
居
者
に
付
き
添
い
一
緒
に
行
動
す
る
＞
こ
と
に
よ
る
《毎
日
穏
や
か
に
落
ち
着
い
て
過
ご
せ
る
よ
う
に
支
援
す
る
》
こ
と
を
重
要
と
考
え
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
ケ
ア
の
焦
点
は
【そ
の
人
ら
し
い
生
活
の
維
持
】
で
あ
っ
た
。 
介
護
職
で
は
、
《ど
う
暮
ら
し
た
い
か
と
い
う
入
居
者
の
意
向
を
尊
重
す
る
》
た
め
に
、
＜
入
居
者
の
傍
に
い
る
時
間
を
つ
く
る
＞
こ
と
や
＜
暮
ら
し
に
つ
い
て
入
居
者
の
希
望
を
聞
く
＞
こ
と
が
重
要
な
認
知
症
ケ
ア
で
あ
る
と
捉
え
て
お
り
、
【そ
の
人
ら
し
さ
を
生
か
す
支
援
】
に
焦
点
が
置
か
れ
て
い
た
。
9
鈴
木
早
智
子
ら
介
護
老
人
保
健
施
設
に
お
け
る
認
知
症
高
齢
者
ケ
ア
の
質
改
善
活
動
と
そ
れ
に
伴
う
職
員
の
思
い
群
馬
保
健
学
紀
要
20
11
質
的
研
究
認
知
症
高
齢
者
介
護
老
人
保
健
施
設
に
入
所
し
て
い
る
認
知
症
高
齢
者
17
名
と
看
護
・
介
護
職
員
21
名
職
員
の
肯
定
的
な
思
い
の
な
か
で
、
【そ
の
人
へ
の
関
心
が
深
ま
る
】、
【丁
寧
な
関
わ
り
に
な
る
】、
【関
わ
る
こ
と
の
喜
び
や
学
び
を
実
感
す
る
】、
【そ
の
人
ら
し
さ
の
生
き
方
を
保
つ
こ
と
を
考
え
る
】、
【そ
の
人
が
よ
く
わ
か
る
】
が
抽
出
さ
れ
た
。
【そ
の
人
ら
し
さ
の
生
き
方
を
保
つ
こ
と
を
考
え
る
】
で
は
、、
＜
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
を
意
識
し
て
考
え
る
＞
、
＜
そ
の
人
ら
し
さ
を
考
え
、
感
情
を
引
き
出
す
＞
、
＜
そ
の
人
の
特
技
を
考
え
る
＞
が
サ
ブ
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
あ
げ
ら
れ
た
。
10
林
部
博
光
ら
地
域
生
活
支
援
へ
の
視
座
 
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
立
場
よ
り
綜
合
福
祉
科
学
研
究
20
11
量
的
研
究
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
て
い
る
人
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
、
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
携
わ
る
Ｐ
Ｔ
、Ｏ
Ｔ
26
名
（Ｐ
Ｔ
19
名
、
Ｏ
Ｔ
7名
）
「
個
人
の
性
格
や
特
別
な
背
景
を
理
解
す
る
こ
と
」
で
は
、
9割
の
療
法
士
が
重
点
を
お
く
と
答
え
て
お
り
、
「
そ
の
人
ら
し
さ
」
と
い
う
こ
と
を
捉
え
た
ア
プ
ロ
ー
チ
を
考
慮
し
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
が
、
「
社
会
参
加
」
や
「
自
己
決
定
」
に
つ
い
て
は
重
点
度
は
低
い
値
で
あ
っ
た
。 
ま
た
、
自
己
と
環
境
は
密
接
な
関
係
に
あ
り
、
人
間
を
見
れ
ば
そ
の
人
が
接
し
た
環
境
を
知
る
手
が
か
り
が
あ
り
、
ま
た
逆
に
そ
の
人
が
関
わ
っ
た
環
境
を
見
れ
ば
、「
そ
の
人
ら
し
さ
」
を
知
る
手
が
か
り
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
11
辻
泰
代
ら
そ
の
人
ら
し
さ
を
継
続
す
る
た
め
の
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
入
居
支
援
 
‐
入
居
前
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
入
居
時
ケ
ア
に
焦
点
を
あ
て
て
‐
介
護
福
祉
学
20
11
質
的
研
究
認
知
症
高
齢
者
関
東
5か
所
の
Ｇ
Ｈ
施
設
長
5名
（全
員
介
護
福
祉
士
で
夜
勤
も
や
っ
て
い
た
）、
入
居
時
の
ケ
ア
を
経
験
し
た
こ
と
の
あ
る
介
護
職
員
9名
の
計
14
名
入
居
後
も
そ
の
人
ら
し
さ
を
継
続
す
る
た
め
に
は
、
入
居
直
前
の
生
活
習
慣
、
こ
れ
ま
で
の
生
活
歴
、
他
者
と
の
関
わ
り
方
、
個
人
の
趣
味
・
嗜
好
に
関
す
る
入
居
前
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
。
12
田
道
智
治
ら
認
知
症
患
者
の
そ
の
人
ら
し
さ
を
支
え
る
看
護
実
践
の
構
造
 
‐
医
療
場
面
に
焦
点
を
あ
て
て
‐
老
年
看
護
学
20
11
質
的
研
究
認
知
症
高
齢
者
首
都
圏
の
認
知
症
専
門
病
棟
3
病
棟
に
勤
務
し
て
い
る
看
護
師
 
5名
医
療
場
面
に
お
け
る
そ
の
人
ら
し
さ
を
支
え
る
看
護
実
践
を
、
本
人
を
【置
き
去
り
に
し
て
い
な
い
か
自
問
自
答
】
し
な
が
ら
、
【想
定
外
の
パ
ワ
ー
の
発
見
を
期
待
】
し
【医
学
的
か
つ
了
解
・受
容
可
能
な
方
法
模
索
】
す
る
な
か
で
、【
快
適
な
生
活
を
創
造
し
よ
う
と
志
向
】
が
変
化
し
、
そ
れ
に
応
じ
て
【独
自
の
世
界
の
支
援
方
法
を
模
索
】
し
方
法
を
獲
得
し
た
結
果
、本
人
に
と
っ
て
の
【w
el
l 
be
in
g
を
知
覚
】
し
、
さ
ら
に
【自
身
も
喜
び
を
実
感
】
す
る
と
い
う
構
造
と
し
て
示
さ
れ
た
。
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対
象
そ
の
人
ら
し
さ
に
関
す
る
主
な
結
果
13
山
村
正
子
ら
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
認
知
症
利
用
者
に
対
す
る
情
報
収
集
の
特
性
介
護
福
祉
学
20
12
量
的
研
究
認
知
症
高
齢
者
埼
玉
県
Ｔ
市
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
58
2部
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
情
報
収
集
の
特
性
と
し
て
、
【家
族
支
援
】、
【そ
の
人
ら
し
さ
の
理
解
】、
【訪
問
時
ア
セ
ス
メ
ン
ト
】、
【見
え
に
く
い
日
常
生
活
の
把
握
】
の
4因
子
が
抽
出
さ
れ
た
。
【そ
の
人
ら
し
さ
の
理
解
】
は
、
「利
用
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
癖
（方
言
、
笑
い
上
戸
、
皮
肉
屋
等
）
に
つ
い
て
」、
「利
用
者
が
話
し
や
す
い
話
題
に
つ
い
て
」
等
、
利
用
者
の
個
性
や
考
え
方
を
知
る
た
め
の
情
報
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者
理
解
に
役
立
つ
情
報
で
あ
り
、
【そ
の
人
ら
し
さ
の
理
解
】
と
命
名
し
た
。
14
朝
倉
京
子
ら
中
期
キ
ャ
リ
ア
に
あ
る
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
・
ナ
ー
ス
の
自
律
的
な
判
断
の
様
相
日
本
看
護
科
学
会
誌
20
13
質
的
研
究
不
特
定
の
対
象
者
関
東
・
東
海
地
方
の
総
合
病
院
各
1施
設
に
勤
務
す
る
中
期
キ
ャ
リ
ア
に
該
当
す
る
看
護
師
（2
5
～
45
歳
）、
経
験
8年
以
上
19
年
以
下
　
19
名
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
・
ナ
ー
ス
は
、
【そ
の
人
ら
し
さ
を
引
き
出
し
、
そ
の
希
望
や
意
思
を
つ
な
ぐ
】
こ
と
を
目
指
し
て
、
【医
師
の
指
示
を
吟
味
し
補
う
】、
【患
者
の
生
活
に
関
わ
る
介
入
を
主
導
す
る
】
こ
と
に
関
わ
る
内
容
の
判
断
を
行
っ
て
い
た
。
ま
た
、
彼
ら
が
自
律
的
な
判
断
を
下
そ
う
と
す
る
際
に
は
、
【看
護
師
同
士
で
補
い
合
い
、
よ
り
難
し
い
判
断
を
す
る
】、
【微
細
な
変
化
を
素
早
く
全
体
的
に
と
ら
え
予
測
す
る
】
と
い
う
工
夫
を
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
【そ
の
人
ら
し
さ
を
引
き
出
し
、
そ
の
希
望
や
意
思
を
つ
な
ぐ
】
は
、
＜
患
者
の
希
望
や
そ
の
人
ら
し
さ
を
引
き
出
し
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
高
め
る
＞
、
＜
患
者
の
希
望
や
意
思
を
チ
ー
ム
に
つ
な
ぐ
＞
、
＜
人
間
ら
し
い
旅
立
ち
を
実
現
す
る
＞
の
３
つ
の
概
念
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。
15
青
柳
暁
子
ら
認
知
症
高
齢
者
に
対
す
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ケ
ア
の
内
容
と
効
果
評
価
基
準
日
本
認
知
症
ケ
ア
学
会
誌
20
14
質
的
研
究
認
知
症
高
齢
者
Ａ
県
の
老
人
保
健
施
設
3施
設
と
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
3施
設
の
看
護
責
任
者
と
介
護
責
任
者
各
1人
ず
つ
を
依
頼
し
、
研
究
協
力
の
同
意
を
得
た
、
老
人
保
健
施
設
（
看
護
責
任
者
2人
と
介
護
責
任
者
3人
）、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
看
護
責
任
者
3人
、
介
護
責
任
者
3人
）
そ
の
人
ら
し
い
生
活
活
動
を
支
援
す
る
ケ
ア
の
ケ
ア
内
容
は
、
①
「
限
ら
れ
た
認
知
能
力
と
環
境
の
な
か
で
そ
の
人
ら
し
さ
を
反
映
し
た
活
動
を
支
援
す
る
」、
②
「
現
実
世
界
と
は
異
な
る
独
自
の
認
知
世
界
に
基
づ
い
て
そ
の
人
ら
し
さ
が
反
映
さ
れ
る
よ
う
に
環
境
を
整
え
る
」
の
2
テ
ー
マ
が
見
い
だ
さ
れ
た
。
①
の
サ
ブ
テ
ー
マ
は
、
＜
希
望
す
る
活
動
を
遂
行
可
能
に
す
る
た
め
に
環
境
整
備
を
行
う
＞
、
＜
自
ら
の
判
断
で
対
応
で
き
な
い
こ
と
を
調
整
す
る
＞
、
＜
在
宅
で
の
環
境
に
近
づ
け
る
＞
で
あ
っ
た
。
②
の
サ
ブ
テ
ー
マ
は
、
＜
否
定
・
強
要
せ
ず
活
動
が
可
能
な
環
境
を
整
え
る
＞
、
＜
あ
り
の
ま
ま
を
受
容
す
る
＞
で
あ
っ
た
。 
そ
の
人
ら
し
さ
と
は
な
に
か
に
つ
い
て
は
あ
い
ま
い
な
ま
ま
で
あ
り
、
定
義
に
つ
い
て
は
今
後
の
検
討
が
必
要
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
16
赤
木
徹
也
ら
認
知
症
高
齢
者
の
「そ
の
人
ら
し
さ
」
に
基
づ
く
施
設
個
室
環
境
の
概
念
化
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
集
20
14
質
的
研
究
認
知
症
高
齢
者
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
を
実
践
し
て
い
る
特
養
1施
設
と
Ｇ
Ｈ
3施
設
の
計
4施
設
の
認
知
症
高
齢
者
19
名
（
男
性
3名
、
女
性
16
名
）
で
大
き
く
内
容
の
変
わ
ら
な
い
会
話
が
可
能
で
、
A
D
L
が
あ
る
程
度
自
立
、
個
室
内
の
設
え
が
可
能
な
人
。
・
パ
ー
ソ
ン
フ
ッ
ド
の
視
点
か
ら
捉
え
ら
れ
る
認
知
症
高
齢
者
の
そ
の
人
ら
し
い
施
設
個
室
環
境
の
概
念
は
、
【
個
人
的
な
こ
だ
わ
り
】、
【
生
活
の
維
持
性
】、
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表２．その人らしさを尊重したケアの内容
コード サブカテゴリー カテゴリー
職員による生活支援
日常生活や生活習慣に
関する内容
生活習慣の支援
自律しうる日常生活
日常の生活行動
生活習慣に関するアセスメントを行う
その人の今までの生活様式 生活歴や個人の尊厳を
視野に入れた生活支援入居者の行動を尊重し、 その人らしさとして見守る
患者の生きてきた歴史の把握
人生歴の把握 人生歴の把握
それぞれの人生を意識して考える
生活歴に関するアセスメントを行う
これまでにあった関わりを示す
他者との関わり方に関するアセスメントを行う
人や物との
繋がりの
アセスメント
人や物との
繋がりの
ケア
人や物との繋がり
生活の連続性
その人が関わった環境を見る
置き去りにしていないか自問自答
孤立化の防止
心理社会的な孤立化の防止
落ち着かない入居者に付き添い一緒に行動する
入居者の傍にいる時間をつくる
精神面のゆとりを促す対応
思いやりを相互にやりとりする 思いやりの相互作用
移動機能を維持する
移動の維持 ・ 促進
個室外の空間との連続性
入居者が自分の居場所として認識できるプライベートな空間を確保する
自己空間の確保
環境調整
居場所にいる
安定した個の場所
快適生活創造を志向
快適な住空間の確保
住空間としての快適性
在宅での環境に近づける
環境調整
入居者のこれまでの生活環境を施設の中に取り入れる
否定 ・ 強要せず活動が可能な環境を整える
家庭的な雰囲気で落ち着いて過ごせる環境をつくる
希望する活動を遂行可能にするために環境整備を行う
患者の希望やその人らしさを引き出し、 ＱＯＬを高める
希望の成就
希望の成就
患者の希望や意思をチームに繋ぐ
暮らしについて入居者の希望を聞く
要望の表明の促進
入居者の言動や反応から、 その人の希望や思いを汲み取る
その人の希望や意欲、 楽しみ
一見些細な個人的な好みを尊重する
好みの尊重趣味 ・ 嗜好に関するアセスメントを行う
利用者が話しやすい話題について理解する
well being の知覚
感情を引き出す
自身の喜びの実感
その人らしさを考え、 感情を引き出す
不安への対応
自己存在を表出する
自己表現の促進
価値観の尊重
自己表現を可能とした援助関係
利用者のコミュニケーションのくせ （方言、 笑い上戸、 皮肉屋等） を理解する
コミュニケーション活動の機能を維持する
その人の価値観や認識
価値観の尊重
個人的なこだわり
看護師自身の価値観とは合致しない患者の価値観を受け入れる
価値観の尊重
独自の世界の支援方法模索
患者が役割を果たせる場所の確保
役割遂行の支援
役割遂行の支援
社会 ・ 集団の中での役割
日常で自己決定を支えていく
自己決定の支援主体性の尊重
自己決定の重視
問題解決力の重視
能力のアセスメント
能力の
アセスメント
想定外のパワーの発見と期待
その人の特技を考える
介護負担の軽減
家族へのケア
家族が患者を意味のある存在として受け入れ、 残された時間を共に過ごせるためのケア
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生活創造を志向〉〈住空間としての快適性〉の
2つのコードで構成された。また、《環境調整》
は〈在宅での環境に近づける〉〈入居者のこれ
までの生活環境を施設の中に取り入れる〉〈否
定・強要せず活動が可能な環境を整える〉〈家
庭的な雰囲気で落ち着いて過ごせる環境をつく
る〉〈希望する活動を遂行可能にするために環
境整備を行う〉の5つのコードで構成された。
　【希望の成就】は、《希望の成就》《好みの尊
重》《感情を引き出す》の３つのサブカテゴリー
で構成された。《希望の成就》は、〈患者の希
望やその人らしさを引き出し、QOL を高める〉
〈患者の希望や意思をチームに繋ぐ〉〈暮らしに
ついて入居者の希望を聞く〉〈要望の表明の促
進〉〈入居者の言動や反応から、その人の希望
や思いを汲み取る〉〈その人の希望や意欲、楽
しみ〉の6つのコードで構成された。《好みの尊
重》は、〈一見些細な個人的な好みを尊重する〉
〈趣味・嗜好に関するアセスメントを行う〉〈利
用者が話しやすい話題について理解する〉の３
つのコードで構成された。《感情を引き出す》は、
〈well being の知覚〉〈自身の喜びの実感〉〈そ
の人らしさを考え、感情を引き出す〉〈不安へ
の対応〉の4つのコードで構成された。
　【価値観の尊重】は、《自己表現の促進》《価
値観の尊重》の2つのサブカテゴリーで構成さ
れた。《自己表現の促進》は、〈自己存在を表出
する〉〈自己表現を可能とした援助関係〉〈利用
者のコミュニケーションのくせ（方言、笑い上
戸、皮肉屋など）を理解する〉〈コミュニケーショ
ン活動の機能を維持する〉の４つのコードで構
成された。《価値観の尊重》は、〈その人の価値
観や認識〉〈個人的なこだわり〉〈看護師自身の
価値観とは合致しない患者の価値観を受け入れ
る〉〈価値観の尊重〉〈独自の世界の支援方法模
索〉の5つのコードで構成された。
　【役割遂行の支援】は、《役割遂行の支援》《自
己決定の支援》の2つのサブカテゴリーで構成
された。《役割遂行の支援》は、〈患者が役割を
果たせる場所の確保〉〈役割のメニューだけで
なく、やり方やその役割が行われる環境、状況
まで分析し評価して、役割の実施につなぐ〉〈社
会・集団のなかでの役割〉の３つのコードで構
成された。《自己決定の支援》は、〈日常で自己
決定を支えていく〉〈主体性の尊重〉〈自己決定
の重視〉の3つのコードで構成された。
　【能力のアセスメント】は、《能力のアセスメ
ント》《家族へのケア》の2つのサブカテゴリー
で構成された。《能力のアセスメント》は、〈問
題解決力の重視〉〈想定外のパワーの発見と期
待〉〈その人の特技を考える〉の３つのコード
で構成されていた。《家族へのケア》は、〈介護
負担の軽減〉〈家族が患者を意味のある存在と
して受け入れ、残された時間を共に過ごせるた
めのケア〉の2つのコードで構成された。
Ⅴ．考察
１．文献の概要
　「その人らしさ」や「その人らしさを尊重し
たケア」の内容を明らかにしている研究は232
編中16編と少なく、十分な文献や先行研究が存
在しないことが明確となった。人間の内面にあ
る「その人らしさ」を明確にするための研究は
1999年に初めて報告され、まだ始まったばかり
である。研究デザインも「これは何であるか？」
という現象について検討する因子探索研究の段
階であり、「その人らしさ」や「その人らしさ
を尊重したケア」は模索中であることから、質
的研究が多かったものと考えられる。さらに、
その人らしさを尊重したケアの対象者は、認知
症高齢者が9編と他の対象者に比べて多く、改
めて、「その人らしさを尊重したケア」が認知
症ケアの中で重要視されていることが推測され
た。
２．「その人らしさを尊重したケア」の内容
　文献結果の分析により、8カテゴリ−が形成
されたが、16編の文献の対象者は、認知症高齢
者だけではなく、終末期患者や対象が特定され
中川　孝子　　藤田あけみ　　西沢　義子
− 149 −
ていないものも含まれていた。そのため、今回、
形成された8つのカテゴリーが認知症高齢者へ
のその人らしさを尊重したケアに適合するかを
検討する必要があると考えた。そこで、「認知
症ケア標準テキスト 改訂・認知症ケアの基礎」
23）で示している認知症ケアの原理・原則、①
高齢者の主体性の尊重、自己決定の尊重、②高
齢者の生活の継続性の保持、③自由と安全の保
証、④権利侵害の排除、⑤社会的交流とプライ
バシーの尊重、⑥個別的対応、⑦環境の急激な
変化の忌避、⑧その人のもっている能力に注目
し、生きる意欲、希望の再発見を可能にするよ
うな自立支援、⑨人としての尊厳性の保持、⑩
身体的に良好な状態の維持と合併症の防止の10
項目と本研究で形成された8カテゴリーとの関
連について考察を述べる。
　【生活習慣の支援】は、認知症高齢者の日常
生活や行動を支え、これまでの生活を継続
することであり、生活リズムを保つことになる。
その際に、【人生歴の把握】をし、対象者の人
生を考えながら個別的な対応をすることは、認
知症高齢者の生活を豊かにすることにつながる
と考えられる。これは、認知症ケアの原則であ
る「高齢者の生活の継続性の保持」「個別的対応」
に一致すると考える。認知症ケアでは一人ひと
りが生きてきた人生に向き合い、その生きてき
た軌跡を折りにふれて語ってもらえるような関
わりが大事であると考える。また、【人や物と
の繋がりのケア】により、《孤立化の防止》や《思
いやりの相互作用》をすることによって、認知
症高齢者との時間を共有したり、人や物との繋
がりが拡大していく。そして、《自己空間の確
保》などの【環境調整】を行うことは、脳の働
きを刺激する環境を作り、心地よい環境、他者
との交流を活発にすることができると考えられ
る。これらは、認知症ケアの原則である「社会
的交流とプライバシーの尊重」につながる。特
にアルツハイマー病の経過をみると個人差が大
きいと言われ、必ずしも初期、中期、末期の典
型的な経過をたどるわけではない24）。その要
因として様々なことが考えられるが、人的・物
的環境を豊かにしていくことが社会的交流に繋
がり、結果的には認知症の進行を遅らせること
になる。さらに、【希望の成就】や【価値観の
尊重】を行うことは、対象者の希望や思いを汲
み取り、個人の好みを尊重し、望む生活に向け
ての支援につながり、認知症ケアの原則である
「高齢者の主体性の尊重、自己決定の尊重」「人
としての尊厳性の保持」「権利侵害の排除」を
することになる。その支援にあたって、【役割
遂行の支援】や【能力のアセスメント】をする
ことは、対象者が持っている能力に着目し、そ
の活用を考えることになり、認知症ケアの原則
である「高齢者の主体性の尊重、自己決定の尊
重」「その人のもっている能力に注目し、生き
る意欲、希望の再発見を可能にするような自立
支援」につながる。認知症高齢者の能力は強み
として捉えることができ、希望や価値観に着目
することもまた認知症高齢者の強みを見出すこ
とに繋がると考える。認知症が進行していく中
でも、その人の強みを捉える努力は継続してい
くべきであると考える。
　以上のように、本研究で形成された8カテゴ
リーは認知症ケアの原則を満たしており、認知
症高齢者への「その人らしさを尊重したケア」
につながり、その視点になり得ると考えられた。
しかし、これらの8つのカテゴリーは認知症高
齢者だけでなく、一般的などのような状況の対
象者にも適応する内容であると考えられた。記
憶障害や見当識障害などの症状が進行し、言語
的コミュニケーションが困難となるなど、不可
逆的な経過をたどる認知症高齢者には、その変
化過程の理解や個々の認知状況に合った関わり
など、さらに特徴的な「その人らしさを尊重し
たケア」があると推測され、研究課題としてあ
げられた。
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Ⅵ．まとめ
　16編の「その人らしさ」や「その人らしさを
尊重したケア」に関する文献を分析し、形成さ
れた認知症高齢者への「その人らしさを尊重し
たケア」は、【生活習慣の支援】【人生歴の把握】
【人や物との繋がりのケア】【環境調整】【希望
の成就】【価値観の尊重】【役割遂行の支援】や
【能力のアセスメント】であった。
注
1：高齢者虐待防止法に規定される施設。老人
福祉施設、有料老人ホーム、地域密着型介護老
人福祉施設、介護老人福祉施設、介護老人保健
施設、介護療養型医療施設。
2：認知症老人の日常生活自立度判定基準Ⅱは
日常生活に支障をきたすような症状・行動や意
思疎通の困難さが多少みられても、誰かが注意
していれば自立できる状況である。
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